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市
民
星
空
観
望
会　
　
　
　

金
星
観
察
月
間

　

金
星
は
地
球
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

で
、
双
子
の
惑
星
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
金
星
が「
宵よ

い

の
明

み
ょ
う
じ
ょ
う
星
」と
し
て
観

察
の
好
期
を
迎
え
ま
す
。

　

美
し
い
惑
星「
ビ
ー
ナ
ス
」を
宇
宙

館
の
大
望
遠
鏡
で
観
察
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

【
時
】＝
２
月
１
日（
水
）〜
28
日（
火
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

＊
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

＊
雨
天
・
曇
天
時
は
中
止

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館　

観
測
室

【
内
容
】＝
金
星
、
火
星
、
春
の
星
を

中
心
と
し
た
観
察
と
解
説

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

（
31
）４
４
７
７

青
少
年
健
全
育
成　
　
　
　

意
見
発
表
大
会

【
時
】＝
２
月
４
日（
土
）13
時
〜
17
時

【
所
】＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
発
表
】＝
小
学
５
〜
６
年
生
14
人
・

中
学
２
年
生
７
人

＊
テ
ー
マ「
私
の
思
い
」

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】＝
か
ご
ん
ま
弁

劇
団「
で
こ
ん
ば
」の
寸
劇
お
よ
び
鹿

児
島
弁
朗
読

＊
入
場
無
料

【
問
合
先
】＝
川
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局

（
22
）４
５
６
２

里
親
募
集
説
明
会

　

子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
温
か
い
家
庭

が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

そ
し
て
豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
い
る

方
を
里
親
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

＊
里
親
制
度
と
は

　

 

親
の
事
故
や
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
の
た
め
、
自
分
の
家
庭
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

を
、
家
庭
の
一
員
と
し
て
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

い
て
養
育
を
お
願
い
す
る
制
度

里
親
募
集
説
明
会

【
時
】＝
２
月
10
日（
金
）

▼
昼
の
部
＝
14
時
〜
16
時

▼
夜
の
部
＝
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル
２
階　

第

２
会
議
室

【
相
談
・
問
合
先
】＝
里
親
支
援
専
門

相
談
員

＊�

本
市
に
は
、
児
童
養
護
施
設
に
里

親
支
援
専
門
相
談
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
里
親
支
援

専
門
相
談
員
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
児
童
養
護
施
設　

慈
恵
学
園

　

（
37
）２
０
３
４

▼
児
童
養
護
施
設　

大
村
報
徳
学
園

　

（
55
）０
０
３
４

▼
児
童
養
護
施
設　

川
内
精
舎

　

（
22
）５
７
０
３

▼�

本
庁
子
育
て
支
援
課
育
成
支
援
Ｇ

（
内
線
２
３
６
４
）

鹿
児
島
合
同
写
真
展　
　

「
川
内
巡
回
展
」

　

鹿
児
島
県
写
真
協
会
創
立
40
周
年

記
念
写
真
展
の
巡
回
展
を
、
本
市
で

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
２
月
14
日（
火
）９
時
〜
19
日

（
日
）16
時

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

企

画
展
示
室

＊
入
場
無
料

【
問
合
先
】＝
川
内
巡
回
展
実
行
委
員

会　

貴
島

（
23
）３
０
９
０

星
座
ロ
マ
ン
体
験　
　
　
　

出
張
星
空
観
望
会
in
祁
答
院

 

　

冬
の
夜
空
を
見
上
げ
て
、
夢
と
ロ

マ
ン
の
星
空
散
歩
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
時
】＝
２
月
17
日（
金
）18
時
〜
20
時

＊
受
付
は
18
時
か
ら

【
所
】＝
大
軣
小
学
校
体
育
館
お
よ
び

グ
ラ
ウ
ン
ド

【
内
容
】＝
金
星
・
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
・

プ
レ
ア
デ
ス
星
団
・
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

（
二
重
星
団
）の
観
望

＊�

雨
天
・
曇
天
時
は
同
校
体
育
館
に

て
冬
の
星
座
の
お
話
と
模
擬
観
察

【
講
師
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
館
長　

早は
や
み
ず水　

勉
つ
と
む

氏

【
対
象
】＝
市
内
に
居
住
す
る
方

＊
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

＊
参
加
無
料�

＊
申
込
不
要（
会
場
で
受
付
）

【
問
合
先
】＝
少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会

【
時
】＝

▼
２
月
18
日（
土
）14
時
〜
15
時
53
分

　
「
雪
国
」（
昭
和
40
年　

松
竹
）

▼
２
月
19
日（
日
）14
時
〜
15
時
45
分

　
「
古
都
」（
昭
和
38
年　

松
竹
）

＊�

入
場
券
配
布
お
よ
び
開
場
は
13
時

30
分
か
ら

＊�

上
映
作
品
は
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

多

目
的
映
像
ホ
ー
ル

【
定
員
】＝
先
着
95
人

＊
車
い
す
席
あ
り

＊�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。
了
承
く
だ
さ
い
。

【
入
場
料
】＝
無
料（
多
目
的
映
像
ホ
ー

ル
の
み
）

＊�

小
・
中
・
高
校
生
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
限
り
、
無
料
で
展
示
室
も

観
覧
で
き
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

内
）（

25
）５
５
８
０

ぴ
あ
保
護
者
会

　

不
登
校
や
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
み

を
抱
え
る
保
護
者
の
た
め
の
会
で
す
。

　

不
登
校
や
適
応
障
が
い
・
発
達
障

が
い
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
２
月
18
日（
土
）15
時
〜
17
時

【
所
】＝
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
・
西
開
聞
町
）

【
対
象
】＝
小
・
中
学
生
を
持
つ
保
護

者＊
参
加
無
料

【
問
合
先
】＝
ぴ
あ
保
護
者
会　

サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー（
市
教
委
）　

野
平

０
９
０（
１
８
７
２
）５
９
１
８

催
　
し

　12 月 11 日（日）、尾白江自治会の年末イベ
ントで石

いしうす

臼と杵
きね

を使った餅つきを行い、多く
の子どもたちが参加しました。大人が見守る
中、子どもたちは交代で杵を手に餅つきを体
験し、出来立ての餅を｢熱い！熱い！｣とはしゃ
ぎながら丸めていました。石臼と杵でついた
一味違った餅の味は、子どもたちの記憶に残
ることでしょう。
【記事・写真提供】＝尾白江自治会

　12 月 17 日（土）、祁答院町黒木の山林で、
体重 60㎏の白い雌ジカが捕獲されました。こ
のシカはニホンジカで、目の周りだけが茶色
く、それ以外は白色と灰色の体毛で覆われて
います。こうした配色のシカは、約１万頭に
１頭の割合で誕生するといわれています。

　12月８日（木）、高齢者クラブ連合会上甑支
部主催の交通教室が開催されました。最近増
加傾向にある高齢者の交通事故を抑止しよう
と、薩摩川内警察署甑島幹部派出所長をはじ
めとする署員を講師に招き、運転する際や外
出時の注意点などの話を聴講しました。ユー
モアを交えての説明に時折笑い声も聞かれ、
楽しい雰囲気の中で行われました。

　12 月 12 日（月）、鹿児島県警の交通安全教
育車｢ひまわり号｣による交通安全教育が朝陽
小学校と副田小学校で実施され、計 114 人の
児童が参加しました。ダミー人形を使った衝
突実験では、事故の衝撃を体感した子どもた
ちが目を丸くしながら、交通安全の重要性を
学んでいました。

川内

恒
例
の
年
末
イ
ベ
ン
ト

尾
白
江
自
治
会

縁
起
が
い
い
か
も
…

珍
し
い
白
い
シ
カ
を
捕
獲
！

高
齢
者
の
交
通
事
故
根
絶
に
向
け

交
通
マ
ナ
ー
を
学
習

｢

ひ
ま
わ
り
号｣

に
よ
る

交
通
安
全
教
育
を
実
施
！

　12 月 21 日（水）、若手茶農家で組織する団
体「一

いっしんごようかい

芯五葉会」と川内商工高校がタイアップ
した煎茶販売用のパッケージが完成しました。
パッケージの開発に携わったのは、同校イン
テリア科２年の（写真前列左から）外

ほかぞのさやか

園咲花さ
ん、堂

どうごもり

込ちひろさん、若
わかやま

山美
み さ き

紗輝さんです。
この煎茶は、今後イベントなどで販売される
予定です。

　12 月 24 日（土）、下甑郷土館で開催された
｢わくわく薩摩川内土曜塾｣で、富

とみたよしつら

田吉行氏を
講師に、しめ縄リース作りが行われました。
わらを縄状にする工程に参加者は悪戦苦闘し
ながらも、無事に楽しく正月準備をすること
ができ、ほっとした様子でした。富田氏は、「田
んぼが減り、わらに触れる機会も少なくなっ
たが、今後もイベントなどを通して伝承して
いきたい」と話されていました。

川
内
商
工
と
タ
イ
ア
ッ
プ

煎
茶
販
売
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
完
成

下
甑
郷
土
館
でし

め
縄
リ
ー
ス
作
り

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。

上甑

入来

祁答院

下甑
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